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れかに該当した調査用紙を除き、902 名（小学校 514 名、中学校 388 名）を分析
対象とした。 





















 調査対象者の学校種・職種・性別・経験年数・教科・学校の規模を Table 1～6 
に示す。 
 
Table 1 学校種 
 人数 割合（％）
小学校  514 57.0
中学校  388 43.0
合計 902 100.0
 
Table 2 職種 
 人数 割合（％）
管理職 67 7.4
教員  827 91.7
合計 894 99.1
Table 3 性別 
 人数 割合（％）
女性  467 51.8




Table 5 教科 
 人数 割合（％）
国語  197 21.8
社会  106 11.8
算数、数学  196 21.7
理科  86 9.5
生活  21 2.3
音楽  36 4.0
図画・工作、美術 33 3.7
体育、保健体育 118 13.1
家庭、技術  29 3.2
外国語  67 7.4
無回答  13 1.4
合計 902 100.0
Table 4 経験年数 
 人数 割合（％）
10 年未満 347 38.5
10-20 年未満 174 19.3
20-30 年未満 150 16.6
30 年以上 231 25.6
合計 902 100.0
 
Table 6 学校の規模 
 人数 割合（％）
11 学級以下 204 22.6
12-24 学級 572 63.4

















「展開」などである。       Figure 1. 道徳授業をする上で難しい点 











ている。            Figure 2. 道徳授業をする上で難しい点 

















Figure 3 道徳の授業について   Figure 4 道徳の授業について 












 Figure 5 道徳の授業が不十分な理由 
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参観」、③「校内研修」の     Figure 7 道徳の授業力を高めるために必要 






に、負荷量が 0.3 未満の 5 項目（4, 5, 15, 23, 29）を除いた 30 項目で因子分析を行っ
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 12  調べ学習 .741 -.181 -.109 
 30  校外体験 .704 -.169 -.006 
 11  自治体資料 .516 -.022 .021 
  9  他教科連携 .507 .113 -.069 
 20  保護者協力 .499 .120 -.097 
  8  人間関係 .456 -.082 -.047 
 33  性的少数者 .446 .011 .130 
 13  現実の問題 .431 .080 .034 
 24  テーマ重点 .414 .188 -.019 
 10  新聞ニュース .410 .052 .050 
 31  担任以外 .388 .000 .112 
 16  複数時間 .376 -.009 .135 
 26  問題解決型 .363 .179 -.047 
 35  外部講師 .355 .023 .216 
 22  情報モラル .345 .149 .106 
  6  心理教育 .322 .153 .070 
 28  ねらい意識 -.128 .762 .011 
  2  ねらい迫る発問 -.132 .756 -.058 
  1  資料提示 -.151 .702 .087 
 21  終末の工夫 .023 .587 .030 
 25  実態ふまえる .009 .576 -.038 
  3  子どもの本音 -.042 .516 -.091 
 19  発達を意識 .125 .490 .035 
  7  板書の工夫 .147 .470 -.018 
 32  指導要領 .223 .428 .006 
 27  継続把握 .274 .365 -.008 
 14  比較しない .097 .361 .027 
 18  ＩＣＴ提示 -.061 -.087 .913 
 17  ＩＣＴ作成 .035 -.035 .772 









Figure 8 十分・不十分の違い      Figure 9 校種の違い 
 
 経験年数との比較をすると、「多様なアプローチ」と「メディアの活用」で、経
験年数 10 年未満の群が 1％水準で有意に高い。性別との比較をすると、「ねらい
にせまる授業」で、女性の群が 1％水準で有意に高い。 
   
Figure 10 経験年数の違い        Figure 11 性別の違い 
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した（Appendix1）。カテゴリー別回答数の結果を Figure 12 に示す。 
 
Figure 12 自由記述回答のカテゴリー別回答数 
 









カテゴリー別の解答例を Table 8 に記す。 
 
Table 8 カテゴリー別回答例 
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Appendix 1 自由記述のカテゴリー分類 
分類項目 含まれる内容の例 
道徳教育の意義 道徳教育の重要性 必要性 有効性 人間形成の基盤・根幹 道徳教育のよさ 
道徳教育の思想・ 
歴史・外国の様子  








社会問題 人権教育 平和の問題 人種等の問題 家庭教育 
規範意識 公衆道徳 生命尊重 環境問題 メディア 




教科等との関連や違い 全教育活動で行う道徳教育 体験活動 ボランティア活動
生徒指導 人間関係づくり 
学習指導案の書き方 学習指導案の作成方法 道徳の時間の指導計画 
道徳資料の研究や開発 効果的な資料 資料の生かし方 資料分析の方法 心のノート 資料（教材）さが
し 教材研究 資料の自作 
具体的な指導方法 
・多様な指導方法 
指導法（指導方法） 指導理論 指導技術・技能 実践例 授業の作り方・進め方
展開の方法 板書やノート 模擬授業 グループ活動 授業分析・評価 ロールプ
レイ エンカウンタースキル 
道徳授業の観察や実体験 授業観察・参観 教育実習 授業の実施 研究会などへの参加 
学生自身の人格形成 学生の道徳性・生き方 社会人としての常識 様々な人・先人の生き方や考え方 学
生の人権感覚 学生の心の教育や体験の充実 コミュニケーション能力 
教師としての人格形成 子どもを受容する力 教師の専門性 共に歩む構え 教師としての礼儀 熱意 や
る気 教師（大人）の人権感覚 
理論と実践のバランス・違い シラバスにおける理論面と実践面のバランスの問題 
多様な情報の提供 情報の多様な提示 サイトの活用 
教職や授業への意欲 教職への意欲 授業への意欲 道徳の好意的受け止め 
教職課程や制度 道徳を主免に 単位数を充実 
評価 評価の在り方  
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